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桑樹の乾燥氣象に對する適應能力に關する二・三の考察

第一報組織構造上より觀たる要因

池田正五郞
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　　1。緒　　言　　　　幽　　　　　　　　　　　・
或る鰍駕ある働・・鰍脳・lll・剛ID峨綱…1蜘勾に於｝灘！・勲・粥毒叉

ほ鰻鯉・搬妹す機1　1呈の蘭は1鯉に方寄て麟構2酬1の齢ソ」の鋼潮㈹い
ユiヒy）の醐働つ曙・の累誤雛窺肌得ざる禦チ闘すと却・櫨筋ぬであら弓・糺乍

ら㈱・甲地に於てはr導罰獄れに近甑殿烈ざ1三醗力を示Lf・る躯辣Eがイ臨麟
繍しく鄭する乙地に於て夫・卿たる脹度・‘1踊旨力を示す場合㈱㍑と瞭入¢堀

次S・．［ll」す雛であつて雌に1唖醐の蹴闘する趨齢肋韻観る鋤Il昧る課で泌

この能加韻は麟にPま脹力醐1噸の漏1鰍sy・・嶋輝磁うるが一「醸卿〔伽ヨ｛

作物を撚する鰍糊・・傭麟離』する灘官犠肋韻融輯翻り｝も脚と肋ばなら

ぬと思淵j訪る糊勿、哩ある作物に於ては新馳琶に適肌難訓魍鰍1幟とも灘パ渦働

存在を豫見し得ると思ふo
此劇。皇瀦は北1樋朧の・膿獺號、瀧の川の1礪力輸酬の伽染鰍醐して　旅遡慰1

能加鮒、酬的1繍鰍齢然獣ソ1昏るの瓢に細蹴の糊ミ・鵜1の閣の享臆を
察鰍得焔を以つて以下こ磯B糖乱て酬の御示教を禍・獅である・
　猫，本報所載の描謁は科風中亭省二氏を煩したり記しで深謝の意を豪す。

　　2，北海道産桑樹の北海道蚊南満洲に於ける生長度の差異

　　　　虹に雨地の氣象環境の相異

北海道嚥繰樹脈｝窪鵬桑中の｛蜘1・種たる北農第1・號・瀧のll髄の原醗二化闘に於

ける栽培威績はi次の檬である。
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　本蓑は北海道農試藁報第41號貰6－7より探録せるものにして北盤第10號、瀧の川は容

伽i齢期に於ける所壽腹刈成紙鋼・のみを鰍撫i醐1に於け袖1諮刈の乃轍である．

　今．上爽に就て見る・に道産桑と赤木との城績が1は菱刈にして2は蓉刈のものなる海めにこ

れを一様に封比するは公？：穿を欲けども，この膓含に於ても例へばイi糧ξに於て北海道札幌“）桑幽

に於ては赤木の約80％了1∫來知桑園に於ては1司じくユ10％、90∫冨を示すを以て概して訟へば、

1司1じ夏刈1［：立3くは春刈f・1：立の場r｝に於ては赤木と同等、叉はそれ以上の巫長度を示すものと推

測する事は蝋ち、常ttN，的圏タトに迎出した愈！階難な角欝1ではないと，思ふ。然るに蘭浦濁1に於て1’よ次

表に示すが如く同じく條長に於て赤木に封し循腎ど50・－60％で・あつてIUIに道1条種の南満洲に方昏

けゐ特別なる非適悠ll更1三を指示して贋る。
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o
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猫、別に本調査に供試せる蚕品種の／」￥9洲熊岳城に方奪ける獲育歌態を表示すれぱ次の如し。
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　次に北海道娩に南描沙1ゆ氣錬的潴異を棚轡1融｝膿試、刷究時轍第り嚇；・げ氣娘より親陀獅苧∫満

洲の識桑的特異・1“li」より抄出すれば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　爽

　　　　　　　　　　　　　商満洲北海通爾少【』の氣娘要素の比鮫
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月期降水1瞭表
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月　刑風　蓮
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1ρ。5　 ，　　　9，d、
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5い。？　旨　1：52．昌
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　3．5　1　　　3．2
　3．4　［　　3，1

　　　　
エ37，5tユ43．7

211｝・蝿iユs（s・8
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　P．り　i　　’lo，7

　P漏　i　I：1．；3

　　　　

蘭　　器
　　　　
猟．｛一　：1（s，t，、・a

232．9i　il・肱聾

99。｛1　　　「132．7
　　　　　　　　　　，　：1’t5。‘s　　　　6？．〔葦

　2。H　　　　　　2。6

　2．3　1　　　2ゆ7

：14｛｝．8　1　　1）t）．9

：148　a　l　　：rlP．7

　　　1

以1の中、植物の催ll｝嫡接に影樽すると游へらる螺理i鰯ζ一働豫要索の剰ミ創腰編で

示すものとして桑樹の活動期なる4月以降9月までの月ン阿句の日照時数、降水瀧蒸獅1磯摘

録併せて指数により畿示すれば次の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　表
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　師、爾地の氣象的條件を要約すれぱ南満洲は北海道に比し遙かに乾燥地にして從つて南浦洲

に於て良好なる獲育をなす爲には特に耐刷佃こ於て優るものあるを要することは明であると同

時に前記遺薩桑の漸繭洲に於ける顯著なる機育不．［！は主としてその乾燥氣錬に封する非適殿｛形

質に由來すると考へ得ると思ふ」

　’3．北海道産桑樹の乾燥氣象に謝する非適磨性を示す：e三の成績

描物の耐羅唖灘係ありと碑は6Sも似蝶のホ腱噛1喋肉噂さ，繍1鋤包の疎翫
表皮暦の厚さ、蚊に氣孔の大いさ形態分布歌態等）醗1ζll冷に於ける通難組織の獲逡の欺態、鯨に

根部の獲遣陛度、分布状態等であらうと，懸れる。然るに桑樹の場合に於ては一股普通構物の場

合とは趣を異にし専ら魯桑實生藩を砧木とする接木苗を使用するを以て概して根部の條櫓よ各

晶種共同一と見徹し得ぺく從つて上記の事項は次の如く簡ll缶に記し得ぺしQ
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A　葉の搦i造上の叢異

　a・舞肉のJT？さ。　b・表皮暦の厘さ。　c，組織細胞の疎密。

　d・氣孔の捕i造、大さ、分布密度。

J］枝幹の通蝉紐織（尊管）の磯逮の薦異

今i二記諸項同に就き順を追ひて調査の域績を寵すべし。

A．葉の構造上の差異

　a．葉肉の原さ

今一彫118年101」12rl／1三葉の遡聯附を燧翫藪接M｛cmm伽rにより測定せる結果は

次の如しo

第　6　蓑

瀧　　ノ　　川
北雌第・卜號
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｛｝．zrt｛｝i（1．1，d，　L）

O．15臼　i　O．1162

　聾　l　　　l
l　　　　i　　　　　　　　　　　　　l

猫、本項に就ては特に次爽滲照せられたし。

b．表皮紬胞贋の厘さs鋭｝こ各組織細胞贋の厚さの1移恰

・tJ賦一“1：rは各星lll種各）1｛二

毎に爽育鵬愉なるも
の5葉献讐兄せり。

伽と農第十號、瀧ノ
川附種に於ては中、
’ド部のもの落葉後に

つき峡渤臓りe

魏　7　衷
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61。68
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　1・
9。（風

11．64

13．50
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15．29
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66．65iコ3．55
　　　65．73i　コ2．31
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　　4．考察と結論
　前項までに掲げ海る調そ1戯績に基き各項別に｝｝1乞燥凧蜘ζ鮒する適悠能力に關興すぺき程度を

考察するに次の如し。

　1．葉厚の大小は特別なる關係なきが如し。藩・し葉厚が該適慮能力に胤興づ哺る庵ありとすれ

ば日照による葉盗の上昇辿度の大小（これに關してのA．M．　f　xnitllの多肉葉と薄肉禦との測

定成績あり）雄に蒸散速∫奨に關する二鮎なるべきなるも蘭奢に封しては品種による吸厘の1聰異

少なきため，後者に封レζは他の組織1！1勺要因の著大なる影響の藁に覆れて殆ど共の8：，TftJ］i！・が親れ

ざるものと湾ふぺきなるぺし。

　？u　上面表皮の瞠さが消薩の川、北農嬉十號典に、仙の濃育良好なるものに比して小なるの錦

鴇：は注口に値すべく帥．他の8品種のド均n．｛’i　，　51！，eに射し瀧の川は74．ユ8％、北濃第十號は

81．830／に當り、且つ発勢讐肉の厘さに封する上両炎ノ電暦の厘さの割合も鞍だ1ゆく岡様に他の8til1

種のユ1約19．73％恩ナし瀧の川の蹴04％ρよ6割6分に當り、北農卜號の17．4昭∫は鍵lll1

8分に當り明に爾種の趨慮能力に關係ある幽 烽ﾌと認めらる。

　3．　下ml：皮の膓合も殆ど岡様の關係を認めそV・らるv

4．葉肉紐織の疎甑胞1馴胞閥隙単の多少はこの乾燥氣駅に鯨3”7．）　・S麟蛸肋に、最も關麟ミ

きものと認められ、即爾種共細胞III」隙睾最少なる斡薬、秋爾等に比すれ1認殆ど3倍籐にして今

回の調査項同中，1種rl勺に斯の如く大蒲を認め海るもの無きより見て、北海破産雨種の南浦洲に

於ける非適惚｛性の六部分ゐ膓咽はこれによるものcl：思はる。

　5．鼠孔の大さ分布密度に關しては既に嵜弱のユ934イ1’；のll吏告に詳遮せる凌以て紬読を賓略

するも道産こ二種の氣孔の火さ、分布轡度・讐に閾してほ磯育優良なる島の内等と大踏なき黙より

見ても、その乾燥激毅に劃する適1蔭能力の大小に聞111Lすン租度は必すしも大なら寧，』云ふを得

ぺし。

　6．導管の獲癒燦度に於ても道慶の爾種は遇かに劣勢にあゐは萌にして葉柄の螺管列1⇔列

に於ける顛管藪は8品租塑均72．7にして、これに鋼する瀧の川は53、北農第・卜號は511に

して各々73％77％に相當し、最大導管の縦裡横樫1こ於ても他の81締轍））ls均4，駐x4．2μ

に封し瀧の川は3，5×2．ぢμ北漫〕第十聾1駐は3．8×3、5／tに過宙ず（尤もこの膓合節ユ1嵌に示し

teる鱒管姻効蜘！岬暑μへつて比脚磯せ楓こ醐1由はlll演版に糊なる力珈く改頗越
の如く別に極て小復の尊筐1；の多数を有するものの存するによる）。

　最後に樹幹の調盛に於てもこの關係は極て明瞭にして瀧ノ）川、相摸（室種が粥浦沙畳1に於て搬

育極て不良，にして殆ど栽塘ヒの費月狛勺価値に欲くるもσ）たるは醗に署漸のユ93161ζの桑樹のi耐

塞性に關する調査（殿綜離難誌第三雀第三肋篭）中に於ても蓮べたる庭なり）、次で多胡早lk、群

馬赤木等の比較的獲育不良なるものに於て糠管の輕小にして、且つ定碕積内に分布する導管1斯

面陵の妙少なるの事實は明に冷休としての通纏組織の磯遮不良を朋示するものなi）。

　　附記　この貼に闘しiifil物佑歪体の搬育不良、從つて蒸散器官（奨）の繁茂不良力τ却へつて麺導器官の葦蛙

　　’　　　遭tt不良を糾ミしたる1ζ訓三ざるやを疑レミ・者なきに》トざるへしo（蒸1敗霜建力と言勇那尉碑捷との㈱“s〈・tこ；’1’Xて

　　　　　は」αsr，　Kol11，呂chenck，・Ha1・erlandtの研あ｝〕）・膏者の．L遮の調査は刷倫の外illilに鶴す郡’鮒

　　　　　部の導管なる故にこの逆説は當らずと償ずo

　これを要するに著君は北海激原鷲の清躊の川，北農第・卜脱爾磁の南1繭洲に於ける肪別なる搬育

不良の原因に關しては共の主因を通獲器官たる葉の細胞IKjEft．の逓1大なると通媒維維の磯蓮の不

良なるに瞭するを至當なりと考ふるものにして、これにL醐表1」こ、下面愛ミ皮の比較的獲達不良な

る等の原因によつて益々機育を阻鴇：され屡るものと見るべきものと儒歩。齎し葉の細胞闇隙の

著大なるは所謂工1meレ七rmユspira伍Qllを促し惹てTranspiratioiiを促逃し」：面表皮、下醐表皮
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の濃崖不良なるは（捕・ul・曲’m旧pi・浦・・hを促すを以で磁・る。鈍に樋鱒1職の機能側iより

云へば同一蜷の下に於て細管を通泄する水ゴlllはノド巡のIIU　i－）1ミにiE比例するを以てi二描の炎に示さ

れたる租鹿の趣嬢組織磯逮の溢異1こよる樋導能力の難異は極て甚大なるものと見ねばならぬ。

自1琉記の諸要因力耐i倹つて爾種の非遡側iを構域するもの見るが安當と信ぜらる～諜である。

　次にSllo］natavの大小、分布掛度の關輿する繰度翫柔瀧の川、北農錐卜號の繊1肱能力に關する

限りに於ては上記のll掃要因に比して意外に砂少なるの箋』漉：は．L地の如し。　而して’i’ralls．1）ii’EL・

もi・n　regtiltt七・・’としての9・t・辻漁輔旨旅關するSahwen・1・・ar（1883）：E’・1・〉’cl（1　S）〔｝8）¢凝

念、並に～：れ1’C　S・iする1｛en1［er（1910）Lofbfiokl（1921）H．　NVa1｛｝er共仙の｝愉1｝義はこの問題1こ

關する庭極て大なるものあれども、本研究の口的閥外｝こ舗するを以てh蓮の如く」脚μに實娠1的醜

鰹を記哉するに留めんと欲す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／

　即、瀧ノ）川、北農第卜號の南瀾洲に於ける胸別なる獲育不良はこれを～1｛理ll争割離的に澱へば

細胞醐隙率の…i守大なると上、下の糞皮肝の捜逃不良による［ilrIm臼pimtlo11の過火なるに由來し

奥に通導組織の菩しき獲濾不良による通導能力の低下によりその）陀燥氣1貌に封する」｝：遡感性を

倍加しfeるがためと見徹すことが川來る。　　（1934　ユO，コ8稿了）　　　　　　　　　　　　．

　　　　　桑樹の乾燥氣象に勤する適磨能力に關する，

’　　　1　，、：　・ご。三の考寮

盈　　　　一　第二報　機能的に灘たる要因1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　　田　正　　五　　郎

　1，緒　　論　　・

　薯者は本報告の弟一報に於て1鰯繭洲に於て獲育生長極度に悪しく殆ど隻1鷲翔的栽糟慣催1を有せ

ざる北海道産瀧の川、北農第卜號に樹する盤理解二剖畢的卿了見を述べ、附温種共他の獲育鷹長iE

常なる晶磁に比し共の通難組＄ilEの捜達不良なると蒸散機能を別る葉の上下の爽皮細胞雁薄く、

殊にその細胞il“隙率は極て蒔大にして他の渡育生長優良なるものに比し殆ど3倍に達しこれ等

の鮎に於て乾燥氣銀に樹する非適感形質とも手lttすべきものは存在する窮を推論し從來棺物Ll三理

墨め先躍によつて専ら注国せられ、立症に著謝が1脚3年の報告に於て扱ひたるSもoエnataの大

小、分布齋度と、この乾燥氣象に謝する適憲能力との關係は上記紬胞間隙葬の多少との關係に

坊すれば遙に紗少なる事を　Stomataの大小、分竹∫密度等に關しては前諦己北海道簾爾種と殆ど

同様なる島の内種の如きを引用結論せり。

　木報は璽に進で前報に於て行ひたる解剖醸的虚見に二欄去llする推論め11三瀞の‘i！lj定に資せんとす

るものにして蒸散量の大小、萎凋速度の逓速蛇に直射日光｝こ曝れたる紮温の測5ヒ結果を包含す

るものとす。　　　　・

　准本報言職の蜜瞼中蒸散責ヒの大小に關しては昭和8年渡は渡漫班二瓢昭和9年度は石ジi：

宗雄君、萎凋速度に關しては渡雌iE二君、直射日光下に於ける葉温の測定には中盈ド省二君、石


